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2017年度 「在外教育施設の高度グローバル人材育成拠点事業」（略称：AG5）
文部科学省委託事業



本冊子について

　弊財団は、1971年に外務省および文部省（現 文部科学省）の許可を受け、海外で経済活動
を展開している企業・団体によって設立されて以来、海外赴任者・帰任者のための教育相談・
情報提供や、日本人学校・補習授業校への財政上・教育上の援助等をはじめ、政府の行う諸
施策および維持会員の要望に相呼応して幅広い事業を展開・実施してまいりました。
　一方、日本政府においても、近年急速に発展してきた経済社会のグローバル化に対応しう
る人材育成を喫緊の課題と捉えており、文部科学省では在外教育施設をグローバル人材育成
拠点と位置づけて、大学・民間研究団体等の研修者と連携して評価・検証を行い、より高度
なグローバル人材の育成を見据えた先進的なプログラムの開発・推進を図ることを打ち出し
ました。
　そしてこのたび弊財団は文部科学省からの委託を受け、それらの指導体制、指導・評価方
法、ICT 教材の活用等の実証研究を担う「在外教育施設の高度グローバル人材育成拠点事業」

（略称：AG5）（委員長：佐藤郡衛・明治大学特任教授／前 目白大学学長／元 東京学芸大学
副学長）を実施する運びとなりました。
　その成果発信の一環として弊財団で発行している月刊『海外子女教育』で2017年度は「日
本人学校・補習授業校タマテバコ」という名称で連載し、2018年度からは「AG5だより」と
名称を変え現在まで連載を続けております。連載では各テーマの研究の進捗状況や取り組み
を紹介しています。本冊子では2017年度のものをまとめました。
　弊財団では引き続き、「日本人学校におけるグローバル能力育成のためのプログラム開発」
や「日本人学校など在外教育施設におけるバイリンガル・バイカルチュラル人材育成のため
のプログラム開発」、「南米日本人コミュニティにおける日本語教育・日本型教育・日本文化
の発信・普及のためのプログラム開発」などに向けて本事業を推進し、これを通じて新たに
開発したプログラムや提言を国内外の教育施設へ周知・普及することにより、高度グローバ
ル人材育成に貢献することを目指してまいる所存でございます。今後とも皆様のご指導ご鞭
撻を賜りますようお願い申し上げます。
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